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は し が き

大間地先におけるコンプ岩礁爆破事業の有効年限については昭和 42年変から調査を実施して来たが､

昨年変までの調査結果から有効年限は6年間位であろうと推定した｡

本年変も引続き有効年限の問題について調査したが､本調査は本年匿をもって終了することにした｡

調査に際し協力頂いた大間漁業協同組合および大兄海事の各位にお礼申し上げる｡

調 査 場 所

下北郡大間町大間地先

調 査 期 間

昭和46年7月

調 査 方 法

事業年直別 (昭智 36年～45年変)に専業区内に調査地点を設け､潜水枠取 り調査により実施した

が､調査方法は昨年匿と同様である｡

調査結果および考察

7月8日､7月11日に30地点の潜水調査を実施し

たが､St.1-St.12､St.14-St.21､

St.22-St.30はそれぞれ第1図に示す紳間～

根田内､割石一一サザェ島､弁天島～下手浜である｡なお

昨年度調査した弁天島西側 (昭和44年変革業区)は波

浪のため調査出来をかったo

調査測定結果は第 1表のとお りであるが､採集した海

藻類は23種類 (他の海藻類に付着したもの4種類を含

む)で昨年変と同様であった｡

ホンダワラ類に付着していた海藻類は､エゴノリ､1

年コンプ､-バモ ドキ､フクロノリで､それぞれ 11､

8､2､3地点で採集されたが､量的にはエゴノリが多

-374-

第



二)

第 1表 事業年変別 (1m×1m)枠内海藻生育量
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調 査 地 点 St.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 'll

12 13 14 15水 深 6.0m 〟 ∫ 5.0 〟 〟 8

.0 〟 ∫ 6.0 〟 ∫ 4.5 〟 〟事 業 年 変 43

∫ 〟 40 〟 〟 38 〟 〟 37 〟 〟 36 〟 〟1年 コ ン プ 101)150.04(118)100.10(585)100.09 10.05 576..55 150.26 5-

.0.10 (47)40.ll2年 コ ン プ 578.84 50.51

20.95ワ オ メ 120.98 80.49 250.80 20.1占 50.14 40.58

150.81ス ガ モ 1.81 1.65 0.85 4.06

ホンダワラ類 25 26 48 62 90 49 18 44 95 5 占4 161.15 1.19 2.25 2.24 4.97 5.85 2.75 5.15 4.50 0.7

7 5.40 5.10ケウルシグサ 60.25 60､48 50.15 10.05 50.19

ア カ - ダ 10.0

2テ ン グ サ
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調 査 地 点 St.16 17 18 19 2() 21 22 23 24 25 26

27 28 29 31水 深 4.0 〟 ∫ 5.0 〟 〝 5.

0 〟 ∫ 4.0 ∫ 〝̀ 3.0 ∫ 〟事 業 年 鑑 35 〟

∫1 41 ∫ 〟 44 〟 n与 42 〟 〟 ･＼39 〟 〟1年 コン プ (209) 1152.54 (110)10.17 612.70 1496.92 (15)550

2.88 540.19 (9) (17)2年 コ ン プ 10.20 20､2.

91ワ カ メ 2

0.18 405.85 10.12 10.01 71.00 205.85 40.18ス ガ モ 5.00 7.52 7.95

ホンダワラ類 60.98 516.68 167.72 87.59 10.05 1

0.54 584.55 255.75ケウルシグサ 10.02

20.08ア カ ハ ダ 10.02 401.79 0.25 1102.26 170ー29 10

.02 585.25テ ン グ サ 0.04 0.04 0.48 ■■■-

1.24 0.15 一-078ツ ノ マ ? 1.-■ ll0.0



く､次いで 1年コンプが多かったo

次に､採集した動物類はサザエ (3地点､4個)､マポヤ (4地点､ 7個)､ヒメエゾボラ (2地点､

3個)､イトマキヒトデ (1地点､ 3個)､ナマコ (1地調､ 1個)､キタムラサキウニ (2地点､ 3

価)で､サザェ､マポヤはSt.7-St.9にみ られた〇

第 1表から事業年鑑別に有用海藻 (コンプ､ワカメ､テングサ)と雑藻類の (lmXlm)当り平均

湿重量､同様に前年夏調査分を第2図に示した0

2年間の傾向を比較すると､全体的にみて有用海藻は同様を傾向を示しているが､雑藻類は昭和40

年産以後の事業区で増加傾向を示してお り､昭和 38､ 39年匪事業区では雑藻類が定着 しつつあると
1

推定されるo

次に有用海藻についてみると､昭和 36､43年匿事業区の減少を除いて各年変毎に同様を値と傾向

を示 しているo

有用海藻類は採取されるため比較が困難夜点があるが､.昭和 36､ 43年変は前年変にそれぞれ2年
コンプぉよび 2年コンプ､ワカメが生育していたが､

これ らが採集されたための現象と推定され､その他の

年度については 1年コンプ､2年コンプ､ワカメの増

減によるものと考えると一応妥当を解釈が出来るo I

(昭和 45､46年定事業年度別 (lm Xlm)枠内

海藻生育景参照)0

次に雑藻類についてみると､昭和 39年定までは昨

年度と同様生育貴が多く､また昭和40--43年では

かを_り増加 している傾向がみられ､昨年変の調査地点

数に問題はあるが､今後隔年程変に調査する必要があ
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第2図 事業年産別有用海藻 と

雑藻の平均湿重量

以上の結果から昭和39年以前の事業区では雑藻類が多く､以後の専業区でも雑藻類が増加 している

ことがうかがわれるが､両者について主要海藻類別に採集地点数､平均個体数をどを第 2表に示した〇

第 2表 新 ･旧事業区別海藻生育量

旧 事 業 産 新 事 業

区採 集 個 体 数 平 均 _平 均 採 集 個 体
数 平 均 平 均地 点 数 個 体 数 湿 重 量

地 点 数 個 体 数 湿 重 量1年 コ ンプ 4 5-.-57 5.2 L455g

10 1--550 48.1 1,04492年 コ ンプ

1 2 0.1 85 5 1-- 57 4.0 850ワ カ メ 5 4--15 1.5 90

ll 1-て40 7.9 904テ ン グ サ

2 - - 62 4 - 120ス カ モ 5 - - 1,154

4 - 762ホンダワラ類 ll 5-.-



1年コンプ､2年コンプ､ワカメは採集地点数､ (lmXlm)当 り平均個体数､平均湿重量共新事

業区の劫 多く､一応専業効果が継続しているとみられるが､スガモ､ホンダワラ類は採集地点数では新

旧両事業区にあま.り差は夜いが､平均湿重量では旧事業区の方が多い｡

以上の結果から大間地先におけるコンプ岩礁爆破事業の有効年限は約6年間と推定されるが､このよ

うに再び雑藻礁に遷移した場所につレゝては､新しい増殖技術によるコンプ漁場造成の可能性を検討する

必要があり､増殖技術については他の地先に五･いて試験中であるので､その結果を参考にして大間地先

の問題を解決したしっ｡
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